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層や成膜条件を変化させることにより MgO 下地層の粒子サイズを制御し、それと FePt-C 磁性層
中の磁性粒子サイズとその配向性との関係を解析している。そこから、MgO 薄膜の粒界が、FePt
粒子の膜面方向への成長を抑制することによって微細化すること、MgO粒界部において FePt 磁
性粒子がランダム成長することによって FePt磁性粒子の配向性が悪化することを明らかにした。   
さらに、FePt-C グラニュラー媒体の FePt 磁性粒子成長過程を詳細な電子顕微鏡観察により調
査し、FePt 磁性粒子成長過程が、核形成・核成長・粒子合体粗粒化の 3 段階であることを明らか
にしている。また、磁性層厚さと粒子サイズ、粒子数密度の関係を解析し、スパッタリングによる




する非磁性材料 X として 5 種の金属酸化物を検討し、それらの微細構造と磁気特性の解析を行
った。金属酸化物由来の金属元素が FePt粒子中に固溶することで FePt磁性粒子の磁気特性劣
化を招くことを明らかにし、Fe と非磁性層材料の生成エンタルピーを指標とすることで、FePt 粒子
中に固溶しない Cr2O3を選定することに成功している。さらに、その特性が C を非磁性層材料に


























   令和 2年 2月 7日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出
席のもと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十
分な資格を有するものと認める。 
